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投

稿
規
定
（
2
0
2
0
年
6
月
改
訂
）

投
稿
の
資
格
及
び
受
付
原
稿

1
．
投
稿
資
格
は
原
則
と
し
て
東
亜
医
学
協
会
会
員
に
限
り
ま
す
。

　
（
共
同
著
者
も
同
様
。
但
し
、
行
事
報
告
お
よ
び
予
告
な
ど
は
そ
の

　
限
り
で
は
な
い
）

2
．
原
稿
は
、
論
文
・
総
説
・
論
説
・
症
例
報
告
・
行
事
報
告
お

　
よ
び
チ
告
・
随
想
・
そ
の
他
漢
方
医
学
に
関
係
す
る
も
の
す
べ

　
て

を
対
象
と
し
ま
す
。

　
　
原
稿
の
字
体
は
、
常
用
漢
字
に
基
づ
く
字
体
（
通
用
字
体
）

　

と
し
、
旧
字
体
・
簡
体
字
・
繁
体
字
は
原
則
用
い
な
い
こ
と
と

　
す
る
。

3
．
本
誌
掲
載
原
稿
の
著
作
権
は
東
亜
医
学
協
会
に
帰
属
し
ま
す
。

4
．
投
稿
に
あ
た
っ
て
は
、
本
協
会
H
P
掲
載
の
「
患
者
プ
ラ
イ

　
バ
シ
ー
保
護
に
関
す
る
指
針
」
を
遵
守
し
て
ド
さ
い
．

論

稿
の
区
分

「論
文
」
と
は
、
漢
方
医
学
の
あ
る
分
野
の
研
究
成
果
を
公
表
す

　

る
も
の
で
、
一
般
論
文
と
原
著
論
文
と
が
あ
り
、
他
誌
に
未
発

　
表
の
も
の
で
す
。

「総
説
」
と
は
、
（
東
洋
医
学
の
）
あ
る
分
野
に
つ
い
て
、
す
で
に

　
公
表
さ
れ
た
論
文
や
著
書
の
知
識
を
新
た
に
加
筆
修
正
し
、
ま

　
と
め
た
も
の
で
す
。

「論
説
」
と
は
、
漢
方
医
学
に
関
す
る
事
物
の
解
説
や
説
明
を
口

　
的
と
す
る
文
を
い
い
ま
す
。

「症
例
報

告
」
は
、
会
員
が
経
験
し
た
症
例
の
治
療
経
過
を
報
告

　
す
る
も
の
で
、
漢
方
的
な
治
療
方
法
が
読
者
に
理
解
で
き
る
よ

　
う
に
示
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
簡
潔
明
瞭
な
報
告
を
期
待

　
し
ま
す
。
原
著
論
文
以
外
は
厳
密
な
形
式
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

　
場
合

に
よ
り
修
正
を
お
願
い
す
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご

　
了
承
願
い
ま
す
。

原
　
著
　
論
　
文

1
、
構
成
は
、
は
じ
め
に
（
緒
三
口
）
、
研
究
対
象
お
よ
び
方
法
、

　
結
果
、
考
察
、
結
論
、
参
考
文
献
の
形
式
で
お
願
い
し
ま
す
。

2
．
表
題
、
著
者
名
、
所
属
、
要
旨
、
5
つ
以
内
の
キ
ー
ワ
ー
ド

　
（
い
ず
れ
も
英
文
お
よ
び
和
文
で
記
述
）
を
お
願
い
し
ま
す
。

3
．
別
紙
に
、
「
本
論
文
の
内
容
は
他
誌
に
未
発
表
で
あ
り
、

稿
中
で
も
な
い
」
旨
を
明
記
し
、

の

署
名
捺
印
に
H
付
を
付
し
て
、

く
だ
さ
い
。

引
　
用
　
文
　
献

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
投

論

文
タ
イ
ト
ル
、
著
者
全
員

編

集
企
画
委
員
会
宛
と
し
て

引
用
文
献
は
原
則
2
0
篇
ま
で
、
本
文
末
尾
に
一
括
記
載
し
て
く

　
だ
さ
い
。

〈雑
誌
の
場
合
〉

著
者
名
‥
題
名
、
雑
誌
名
、
巻
（
号
）

、

該
当
頁
、
発
行
年
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（
例
）
漢
方
太
郎
　
周
術
期
深
部
静
脈
血
栓
症
に
対
す
る
桂
枝
扶

　
　
苓
丸
料
エ
キ
ス
の
予
防
効
果
、
臨
床
漢
方
、
5
4
（
2
）
、
P
蹴

　

　
～
劉
、
2
0
0
2

　
（
例
）
呵
日
〉
°
知
⑦
［
コ
古
①
『
合
』
民
Φ
Φ
白
O
司
o
け
巴
゜
　
］
昌
巳
⊂
Φ
⇒
N
①

　
　
q
①
巴
江
己
臣
国
O
巨
江
日
b
o
〔
○
昆
O
p
弓
日
合
江
8
巴
G
り
巳
○
－

　
　
］
巷
き
Φ
。
・
Φ
7
｛
而
合
o
日
P
」
9
N
ω
切
心
☆
ふ
○
○
○
。

〈書
籍
の
場
合
〉

著
者
名
‥
書
名
、
発
行
所
、
発
行
地
、
該
当
頁
、
発
行
年

　
（
例
）
東
亜
尚
助
　
生
薬
学
概
論
、
漢
薬
社
、
東
京
、
P
9
～

　
　
5
、
2
0
0
2

　
　
1

〈イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
場
合
〉

著
者
（
機
関
）
名
‥
論
文
名
、
サ
イ
ト
名
、
発
表
年
（
最
終
閲

　
　
覧
日
‥
○
年
○
月
○
日
）
、
宮
9
‥
＼
＼
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

　
　
（
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
場
合
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
ル
名
、
巻
、
号
、
頁

　
　
を
追
記
す
る
）

投
稿
の
採
否
等

1
．
採
否
は
編
集
企
画
委
員
会
も
し
く
は
編
集
局
が
決
定
し
ま
す

　
（
原
著
論
文
に
関
し
て
は
、
編
集
企
画
委
員
会
が
委
嘱
し
た
複
数
の

　
審
査
員
の
意
見
を
参
考
に
し
て
決
定
し
ま
す
）
。
編
集
方
針
に
よ

　
り
加
筆
削
除
等
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
論
文

　
区
分
を
編
集
企
画
委
員
会
が
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

2
．
投
稿
原
稿
が
複
数
回
連
続
す
る
場
合
は
、
お
よ
そ
の
連
載
回

　
数
を
ご
記
入
下
さ
い
。

3
．
投
稿
原
稿
の
共
同
執
筆
者
は
基
本
的
に
6
名
以
内
（
投
稿
原

　
稿
に
寄
与
し
た
も
の
に
限
る
）
で
お
願
い
し
ま
す
。

4
．
掲
載
原
稿
及
び
電
子
デ
ー
タ
は
原
則
と
し
て
返
却
し
ま
せ

　

ん
。
手
元
に
コ
ピ
ー
を
保
存
し
て
下
さ
い
。
著
者
校
正
は
原
則

　
と
し
て
1
回
で
す
。

5
．
別
刷
は
希
望
者
に
3
0
部
を
無
料
進
呈
し
ま
す
。
そ
れ
以
上
は

　
実
費
に
な
り
ま
す
。
別
刷
希
望
者
は
校
正
刷
の
冒
頭
に
部
数
を

　
明
記
し
て
下
さ
い
。

6
．
カ
ラ
ー
印
刷
は
実
費
に
な
り
ま
す
。

7
．
原
稿
は
原
則
的
に
電
子
入
稿
と
し
ま
す
。
電
子
メ
ー
ル
の
場

　
合
は
添
付
フ
ァ
イ
ル
で
投
稿
可
。
郵
送
の
場
合
は
打
ち
出
し
原

　
稿

と
電
子
媒
体
（
C
D
－
R
O
M
、
U
S
B
な
ど
）
を
セ
ッ
ト
に

　
し
て
提
出
。
手
書
き
の
場
合
は
、
蜘
字
詰
の
原
稿
用
紙
に
図
表

　
（
1
つ
鋤
字
に
換
算
）
、
文
献
を
含
め
3
0
枚
以
内
に
し
て
下
さ
い
。

　

F
A
X
で
の
入
稿
も
可
。
（
本
誌
－
頁
の
文
字
数
は
約
l
O
O
O

　
字
で
す
）

　
〔
原
稿
送
付
先
〕

一T

1
0
1
－
0
0
6
5

東
京
都
千
代
田
区
西
神
川
2
！
7
－
4
島
崎
ビ
ル
3
階

　
　
　
東
亜

医
学
協
会
　
編
集
局
　
宛

　
　
　
　
　
　
電

　

話
　
0
3
（
3
2
6
4
）
8
4
1
0

　
　
　
　
　
　

F
A
X
　
0
3
（
3
2
6
5
）
5
9
9
5

　
E
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
口
○
日
Φ
写
〇
四
⑤
巳
洋
ぺ
゜
∩
o
日
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